
【活動資料】自然体験  ※職員での指導は行いません ※30名 6人班小学校高学年想定 

 

 

9 はっぱかるた 

 

１注意事項 

〇雨天の場合はラミネートした葉っぱセットをお貸ししますので、お申し出ください。 

 

２期間  通年 

 

３目安時間（片付けを含む）  ３０分～ 

 

４雨天時  可 

 

5場所 

ふれあいの森・大門池広場・研修室・大広間など 

※研修室・大広間は各自机の準備をお願いします。 

 

6準備物 

〇自然の家にあるもの  葉っぱカード（雨天時貸し出し用）、布 

〇準備していただくもの 葉っぱ、ビニール袋 

 

7活動の流れ  ※詳しくはマニュアルをご確認ください 

① 同じ種類の葉っぱを２枚ずつ集める。 

② 選手と審判を決める。 

③ 読み札の葉っぱはまとめてビニール袋に入れて審判が持ち、取り札の葉っぱは並べる。 

④ かるた取りをする。 

 

8片付け 

 〇葉っぱは自然に返す。 

 〇道具を返す。 

 

9イメージ写真 

  

 

 

 

 

 

 

                                                  

＜裏面へ＞                                      
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時間 内容 備考 

５分 

＜導入＞ 

・こどもたちが葉っぱに興味を持ったり、集め

たい気持ちにさせる。 

例「葉っぱってどんな形だろう？」と問いか

け、何も見ずに葉っぱを描いて見せ合う。 

→どんな形があるか事前に想像することで、

葉っぱ探しの時、視野が広がる。 

 

１０分 

～ 

２０分 

＜葉っぱ探し＞ 

・同じ種類の葉っぱを各種 2枚ずつ集める。 

・１０種類ほどがよい。 

・大きさや形に特徴がある葉を集める。 

（例）小さい葉、紅葉した葉、シダ植物、落ち葉 

・似た葉を集めるとかるたの難易度が上がる。 

・必要以上の採取はしないよう呼びかける。 

・雨天の場合は葉っぱカード貸し出しあり。 

５分 

＜かるたの準備＞ 

・１枚は袋の中に入れ、もう１枚は図のように中

心に置いた布の上に並べる。袋の中の葉っぱは

読み札、布の上の葉っぱは取り札とする。 

・1 人が審判となり、残りの人は２チームに分

かれて通し番号を決める。決まったら向かい合

わせになって図のように並ぶ。 

・風が強い日の場合は室内で実施する。 

 

15分 

＜かるた対決＞ 

・審判は「用意」と言って袋から葉を一枚選んで

見せた後、番号を言う。 

・言われた番号の人は中央の葉っぱにタッチし

に行く。 

・先にタッチしたチームに１点が入る。 

・１チーム内で個人戦バージョンをしてみて

もよい。 

５分 

＜まとめ＞ 

・こどもたちに感想を聞いたり、葉っぱを紹介

しあったり、みんなで共有する。 

・手触りや色、においなどに注目して、観察して

もよい。 

・共有する際、他の人が探してきたものを否定

しないようにする。 

・種名にこだわらずに、発見した場所や気づい

たこと、感じたことをありのまま話してみよ

う。 

５分 

＜片付け＞ 

・葉っぱは自然に返す。 

・道具を返す。 

 

進め方の例 

 

布 

審判 


